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去
る
11
月
20
日
、
四
半
期
報
告
書

の
廃
止
や
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
・

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
等
に
関
す
る
制
度

整
備
を
盛
り
込
ん
だ
「
金
融
商
品
取

引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
、
成
立
し
た
。

本
年
の
通
常
国
会
で
法
案
提
出
さ

れ
、
審
議
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
国

会
が
会
期
末
を
迎
え
、
継
続
審
議
に

な
っ
て
い
た
も
の
。
臨
時
国
会
で
審

議
が
再
開
さ
れ
、
11
月
17
日
に
参
議

院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
て
い
た
。

四
半
期
報
告
書
の
廃
止

企
業
経
営
や
投
資
家
の
投
資
判
断

に
お
い
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
重

視
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
な
か
、
企

業
開
示
に
お
い
て
、
中
長
期
的
な
企

業
価
値
に
関
連
す
る
非
財
務
情
報
の

重
要
性
が
増
大
す
る
一
方
、
金
融
商

品
取
引
法
に
基
づ
く
四
半
期
報
告
書

と
取
引
所
規
則
に
基
づ
く
四
半
期
決

算
短
信
に
は
重
複
が
み
ら
れ
、
コ
ス

ト
削
減
や
効
率
化
の
観
点
か
ら
見
直

す
べ
き
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
き
た
こ

と
に
伴
い
、
次
の
改
正
が
盛
り
込
ま

れ
た
。

・
上
場
企
業
の
第
１
・
第
３
四
半
期

に
つ
い
て
は
、
金
融
商
品
取
引
法

上
の
四
半
期
報
告
書
を
廃
止
し
、

取
引
所
規
則
に
基
づ
く
四
半
期
決

算
短
信
に
一
本
化
す
る
。

・
改
正
後
の
半
期
報
告
書
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
第
２
四
半
期
報
告
書

と
同
程
度
の
記
載
内
容
、
監
査
人

に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー
を
要
し
、 

提
出

期
限
は
決
算
後
45
日
以
内
と
す
る
。

四
半
期
報
告
書
を
廃
止
す
る
改
正
金
商

法
成
立
─
金
融
庁

金
　
　
融

電
子
決
済
手
段
の
会
計
処
理・開
示
に

関
す
る
実
務
対
応
報
告
、公
表
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

・
半
期
報
告
書
お
よ
び
臨
時
報
告
書

は
、
法
令
上
の
開
示
情
報
と
し
て

の
重
要
性
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、

公
衆
縦
覧
期
間
（
各
３
年
間
・
１

年
間
）
を
５
年
間
（
課
徴
金
の
除

斥
期
間
と
同
様
）
へ
延
長
す
る
。

施
行
日
は
令
和
６
年
４
月
１
日
。

そ
の
他
の
改
正

こ
の
他
に
、
顧
客
本
位
の
業
務
運

営
の
確
保
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
等
に
対
応

し
た
顧
客
等
の
利
便
向
上
・
保
護
に

係
る
施
策
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

去
る
11
月
14
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
、
第
５
１
４
回
企
業
会
計

基
準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
以
下
の
と
お

り
。電

子
決
済
手
段
の
会
計
処
理
・
開
示

こ
れ
ま
で
議
論
さ
れ
て
き
た
「
資

金
決
済
法
に
お
け
る
特
定
の
電
子

決
済
手
段
の
会
計
処
理
及
び
開
示

に
関
す
る
当
面
の
取
扱
い
」
等
に
つ

い
て
、
公
表
議
決
が
行
わ
れ
、
出

席
委
員
全
員
の
賛
成
で
可
決
さ
れ

た
（
11
月
17
日
、
実
務
対
応
報
告
45

号
と
し
て
公
表
。https://w

w
w

.
asb

.o
r.jp

/jp
/acco

u
n

tin
g_

standards/practical_solution/
y2023/2023-1117.htm

l

）。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
日
本
公
認
会
計

士
協
会
か
ら
、
会
計
制
度
委
員
会
報

告
８
号
「
連
結
財
務
諸
表
等
に
お
け

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
の

作
成
に
関
す
る
実
務
指
針
」
の
改

正
が
公
表
さ
れ
て
い
る
（https://

jicpa.or.jp/specialized_field/
20231117vvs.htm

l

）。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
課
税
に

係
る
法
人
税
等
の
会
計
処
理
・
開
示

こ
れ
ま
で
議
論
さ
れ
て
き
た
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
課
税
制
度
に

係
る
法
人
税
等
の
会
計
処
理
及
び
開

示
に
関
す
る
取
扱
い
（
案
）」
等
に
つ

い
て
、
公
表
議
決
が
行
わ
れ
、
出
席

委
員
全
員
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、補
足
文
書（
案
）「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
課
税
制
度
に

係
る
法
人
税
等
に
関
す
る
適
用
初
年

度
の
見
積
り
に
つ
い
て
（
案
）」
も
公

表
議
決
さ
れ
た
（
11
月
17
日
、
実
務

対
応
報
告
公
開
草
案
67
号
と
し
て
公

表
。
コ
メ
ン
ト
期
限
は
２
０
２
４
年

１
月
９
日
。https://w

w
w

.asb.
or.jp/jp/accounting_standards/
exposure_draft/y2023/2023-
1117.htm

l

）。

リ
ー
ス
会
計
基
準
の
開
発

第
１
３
７
回
リ
ー
ス
会
計
専
門
委

員
会（
２
０
２
３
年
12
月
１
日
号（
№

１
６
９
５
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
企
業
会
計
基
準

公
開
草
案
73
号
「
リ
ー
ス
に
関
す
る

会
計
基
準
（
案
）」
等
に
寄
せ
ら
れ

た
コ
メ
ン
ト
へ
の
対
応
の
方
向
性
と

個
別
事
項
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ

た
。主

な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

⑴　
開
発
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な

方
針（
貸
手
の
会
計
処
理
）

公
開
草
案
で
は
、
所
有
権
移
転
外

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
お
よ
び
所

有
権
移
転
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス

の
貸
手
に
お
け
る
基
本
と
な
る
会
計

処
理
に
つ
い
て
、
リ
ー
ス
料
受
取
り

時
に
売
上
高
と
売
上
原
価
を
計
上
す

る
方
法
（
第
２
法
）
を
廃
止
す
る
提

案
が
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
第
２
法

を
維
持
す
べ
き
と
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
た
。

分
析
の
結
果
、
第
２
法
の
会
計
処

理
を
認
め
る
理
由
が
な
く
、
提
案
を

変
更
し
な
い
と
い
う
事
務
局
方
針
が

示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
賛
成
意
見
が
多
く
聞

か
れ
た
。

⑵　
他
の
会
計
基
準
等
と
の
関
係

公
開
草
案
で
は
、「
鉱
物
、
石
油
、

天
然
ガ
ス
お
よ
び
類
似
の
非
再
生
資

源
の
探
鉱
ま
た
は
使
用
の
リ
ー
ス
」

に
つ
い
て
は
、
適
用
範
囲
か
ら
除
外

す
る
提
案
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
こ

ろ
、
除
外
す
べ
き
と
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
、
国
際
的
な
会
計
基
準
と
の
整

合
性
を
図
る
観
点
か
ら
、
本
会
計
基

準
案
等
の
適
用
範
囲
（
本
会
計
基
準

案
３ 

項
）
か
ら
除
外
す
る
事
務
局

案
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
反
対
意
見
は
聞
か
れ

な
か
っ
た
。

＊　

事
務
局
か
ら
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
、
大
き
く
遅
れ
る
こ
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人
格
権
と
は

弁
護
士 

白
川　

敬
裕

経
理
に〝
効
く
効
く
〟

法
律
雑
学

違
法
な
行
為
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け

た
被
害
者
は
、
加
害
者
に
対
し
て
損

害
賠
償
請
求
が
で
き
ま
す
。
そ
の
根

拠
と
な
る
法
律
は
民
法
709
条
（
不
法

行
為
）
で
す
。
民
法
709
条
は
「
故
意

又
は
過
失
に
よ
っ
て
他
人
の
権
利
又
は

法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
を
侵
害
し

た
者
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
」
と
規
定

し
て
い
ま
す
。
同
条
は
、
暴
行
、
窃

盗
、
交
通
事
故
、
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗

中
傷
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
適

用
さ
れ
ま
す
。
不
法
行
為
が
成
立
す

る
の
は
、「
権
利
又
は
法
律
上
保
護
さ

れ
る
利
益
」
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
で

す
。
た
と
え
ば
、
嘘
を
つ
く
こ
と
は

倫
理
や
道
徳
に
反
し
ま
す
が
、
詐
欺

な
ど
に
該
当
し
な
い
限
り
、
単
に
「
嘘

を
つ
か
れ
た
」
と
い
う
だ
け
で
は
、
権

利
・
利
益
侵
害
と
は
い
え
ま
せ
ん
の

で
、
不
法
行
為
は
成
立
し
ま
せ
ん
。

生
命
・
身
体
・
財
産
は
、
法
律
上

保
護
さ
れ
る
代
表
的
な
権
利
・
利
益

で
す
。
暴
行
に
よ
っ
て
身
体
を
傷
つ
け

ら
れ
た
場
合
や
、
窃
盗
に
よ
っ
て
財
産

を
盗
ま
れ
た
場
合
は
、
不
法
行
為
が

成
立
し
ま
す
。

法
律
上
保
護
さ
れ
る
権
利
・
利
益

に
は
、財
産
だ
け
で
な
く
、個
人
の「
人

格
」
も
含
ま
れ
ま
す
。
人
格
に
関
係

す
る
権
利
は
、
人
格
権
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
人
格
権
に
は
、「
名
誉
」、「
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
」、「
生
活
環
境
」、「
著

作
者
人
格
権
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
権

利
・
利
益
が
あ
り
ま
す
。
人
格
権
は

幅
広
く
、
厳
密
に
定
義
す
る
こ
と
が

難
し
い
の
で
す
が
、「
法
律
上
保
護
さ

れ
る
権
利
・
利
益
の
う
ち
、
財
産
以

外
の
も
の
」
と
お
考
え
い
た
だ
く
と
、

よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
著
作
権
は
、
作
品
の

財
産
的
利
益
を
保
護
す
る
権
利
（
海

賊
版
の
発
売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

無
断
配
信
な
ど
を
防
ぐ
権
利
）
で
す

が
、作
者
の
名
誉
等
を
保
護
す
る
「
著

作
者
人
格
権
」
も
発
生
し
ま
す
。
著

作
者
人
格
権
に
は
、
公
表
権
（
作
品

を
公
表
す
る
か
等
を
決
め
る
権
利
）、

氏
名
表
示
権
（
公
表
時
に
氏
名
を
表

示
す
る
か
等
を
決
め
る
権
利
）、
同
一

性
保
持
権
（
勝
手
に
改
変
さ
れ
な
い

権
利
）
が
含
ま
れ
ま
す
。
著
作
者
人

格
権
は
、
財
産
的
な
権
利
で
は
な
く
、

個
人
の
人
格
に
関
わ
る
権
利
で
す
か

ら
他
人
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
（
著
作
権
法
59
）。

「
名
誉
」
は
代
表
的
な
人
格
的
利
益

で
す
か
ら
、
名
誉
を
害
す
る
こ
と
は

不
法
行
為（
名
誉
棄
損
）と
な
り
ま
す
。

名
誉
棄
損
は
、
人
の
社
会
的
評
価
を

低
下
さ
せ
る
行
為
を
し
た
場
合
に
成

立
し
ま
す
。
も
っ
と
も
、
社
会
的
評

価
の
低
下
が
あ
っ
た
と
し
て
も
常
に
不

法
行
為
が
成
立
す
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
個
人
の
名
誉
よ
り
も
、「
表

現
の
自
由
」、「
知
る
権
利
」
を
優
先

さ
せ
る
べ
き
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。

た
と
え
ば
、
政
治
家
が
賄
賂
を
も
ら
っ

た
旨
の
報
道
は
、
そ
れ
が
真
実
で
あ

れ
ば
不
法
行
為
に
な
り
ま
せ
ん
。
一般

的
に
、
次
の
３
つ
の
事
由
が
あ
れ
ば
、

不
法
行
為
に
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
①
公
共
の
利
害
に
関
係
す
る
事

柄
で
あ
る
こ
と
（
個
人
的
な
事
柄
で
な

い
こ
と
）、
②
も
っ
ぱ
ら
公
益
を
図
る

目
的
で
あ
る
こ
と
（
私
益
を
図
る
目

的
で
な
い
こ
と
）、
③
そ
の
事
柄
が
真

実
で
あ
る
こ
と
。

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
も
人
格
権
の
１

つ
で
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
、
自

ら
の
情
報
を
管
理
す
る
権
利
（
公
表

す
る
か
、
し
な
い
か
を
決
め
る
権
利
）

が
含
ま
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
交
際

相
手
の
性
的
画
像
を
流
通
さ
せ
る
行

為
は
、刑
罰
を
科
せ
ら
れ
る
犯
罪（「
私

事
性
的
画
像
記
録
の
提
供
等
に
よ
る

被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
違
反
）

で
す
が
、民
事
上
は
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」

侵
害
の
不
法
行
為
に
基
づ
き
慰
謝
料

等
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
利
用
し
て
簡
単
に
情

報
発
信
が
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し

た
が
、
安
易
な
発
信
が
他
人
の
著
作

者
人
格
権
、
社
会
的
評
価
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
な
ど
を
侵
害
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

と
は
な
い
も
の
の
、
当
初
予
定
し
て

い
た
来
年
３
月
ま
で
の
最
終
化
は
難

し
い
旨
が
示
さ
れ
た
。

四
半
期
報
告
制
度
の
見
直
し
対
応

第
５
１
２
回
親
委
員
会（
２
０
２
３

年
11
月
10
日
号
（
№
１
６
９
３
）
情

報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
に
引
き
続

き
、
金
商
法
改
正
に
よ
る
四
半
期
報

告
制
度
の
見
直
し
に
伴
う
（
仮
称
）

中
間
会
計
基
準
等
の
開
発
に
つ
い

て
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

主
な
審
議
内
容
は
次
の
と
お
り
。

⑴　
四
半
期
会
計
基
準
等
見
直
し
の

ア
プ
ロ
ー
チ

事
務
局
か
ら
次
の
提
案
が
示
さ
れ

た
。

①　
短
期
的
な
対
応

一
般
債
権
の
貸
倒
見
積
高
の
算
定

や
未
実
現
損
益
の
消
去
に
お
け
る
簡

便
的
な
会
計
処
理
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
前
四
半
期
か
ら
著
し
く
変
動

が
な
い
場
合
の
簡
便
法
を
認
め
る
こ

と
を
経
過
措
置
と
し
て
定
め
る
。

ま
た
、
有
価
証
券
の
減
損
処
理
ま

た
は
棚
卸
資
産
の
簿
価
切
下
げ
に
係

る
方
法
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
四
半

期
会
計
基
準
等
に
基
づ
き
四
半
期
切

放
し
法
を
適
用
し
て
い
る
場
合
は
、

第
１
四
半
期
の
末
日
に
お
い
て
切
放

し
法
を
適
用
し
た
も
の
と
し
て
中
間

会
計
期
間
末
に
お
い
て
切
放
し
法
を

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
経

過
措
置
を
定
め
る
。

②　
中
長
期
的
な
方
向
性

現
行
の
基
準
の
も
と
で
は
、
中
間

決
算
と
四
半
期
決
算
と
で
異
な
る
取

扱
い
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
取
扱
い
を
期
中
報
告
基
準
に

お
い
て
一
本
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
、（
仮
称
）
中
間
会
計
基
準
等
に

寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
と
適
用
後
の

実
務
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

＊　

委
員
か
ら
は
賛
成
意
見
が
聞
か
れ

た
。
ま
た
、「
四
半
期
切
放
し
法
か

ら
中
間
切
放
し
法
に
変
更
し
た
場
合

に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
調

査
を
す
べ
き
」、「
中
長
期
的
対
応
は

早
め
に
対
応
を
」
と
の
意
見
が
聞
か

れ
た
。

⑵　
み
な
し
取
得
日

従
来
の
四
半
期
決
算
日
を
み
な
し

取
得
日
に
含
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

「
こ
の
決
算
日
等
に
は
、
期
首
、
中

間
会
計
期
間
の
末
日
又
は
中
間
会
計

期
間
の
期
間
内
で
適
切
に
決
算
が
行

わ
れ
た
日
を
含
む
」
の
一
文
を
追
加

す
る
修
正
文
案
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
の
、「
四
半
期
以
外
の

日
も
含
む
と
い
う
意
図
か
」
と
の
質

問
に
事
務
局
か
ら
「
文
言
上
は
含
ま

れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
今
ま
で
と
同

じ
取
扱
い
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
の

を
最
優
先
と
し
、
少
し
広
い
範
囲
に

な
っ
て
い
る
」と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
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ス
テ
ッ
プ
４
に
関
す
る
審
議
の
進
め

方
、検
討
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

会
　
　
計

バ
ー
チ
ャ
ル
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
会
計
処
理
、新

規
テ
ー
マ
へ
─
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｆ
、企
業
会
計
基
準
諮
問
会
議

会
　
　
計

去
る
11
月
22
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
２
０
７
回
金
融
商
品
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

金
融
資
産
の
減
損
に
関
す
る
会
計

基
準
の
開
発
に
関
し
て
、
第
１
７
９

回
金
融
商
品
専
門
委
員
会（
２
０
２
２

年
５
月
10
日
・
20
日
合
併
号
（
№

１
６
４
４
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
等
で
議
論
さ
れ
て
い
た
ス
テ
ッ

プ
４
（
信
用
リ
ス
ク
に
関
す
る
デ
ー

タ
の
詳
細
な
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な

い
金
融
機
関
に
適
用
さ
れ
る
会
計
基

準
の
開
発
）
に
関
す
る
審
議
の
進
め

方
に
つ
い
て
、
検
討
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
審
議
の
経
緯

こ
れ
ま
で
ス
テ
ッ
プ
２
（
信
用
リ

ス
ク
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
整
備
が
な

さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
の
貸
付
金
に

適
用
さ
れ
る
会
計
基
準
の
開
発
）
お

よ
び
ス
テ
ッ
プ
３
（
ス
テ
ッ
プ
２
の
貸

付
金
以
外
）
に
関
す
る
審
議
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
完
了
は
し
て
い
な
い

も
の
の
、
取
り
上
げ
る
べ
き
論
点
は

一
巡
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
か
ら
ス

テ
ッ
プ
４
を
採
用
す
る
金
融
機
関
に

お
け
る
予
想
信
用
損
失
モ
デ
ル
お
よ

び
金
融
商
品
の
測
定
の
定
め
に
関
す

る
論
点
の
検
討
に
進
む
方
針
が
示
さ

れ
た
。
な
お
、
ス
テ
ッ
プ
２
お
よ
び

３
に
関
し
、
事
務
局
提
案
に
異
論
が

聞
か
れ
る
論
点
に
つ
い
て
は
、
ス
テ
ッ

プ
４
を
議
論
し
た
後
に
再
度
議
論
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
４
の
目
的
と
審
議
の
進
め
方

ス
テ
ッ
プ
４
に
お
け
る
基
準
開
発

の
目
的
は
、「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
『
金

融
商
品
』
を
出
発
点
と
し
て
、
適
切

な
引
当
水
準
を
確
保
し
た
う
え
で
実

務
負
担
に
配
慮
し
た
会
計
基
準
を
目

指
す
」
と
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
ス
テ
ッ
プ
２

お
よ
び
ス
テ
ッ
プ
３
に
関
し
て
審
議

し
て
き
た
論
点
を
対
象
に
「
実
務
負

担
に
配
慮
」
す
る
観
点
か
ら
、
特
に

実
務
上
の
負
担
が
重
い
と
考
え
ら
れ

る
論
点
が
抽
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
論

点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
９
号
の
定
め
を
見
直
し
て
取
り
入

れ
る
か
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
の
進

め
方
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
う
え
で
、
抽
出
さ
れ
た
次
の

論
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
事
務
局
案

が
示
さ
れ
た
。

①　
債
権
単
位
で
の
信
用
リ
ス
ク
の

著
し
い
増
大
の
判
定
（
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
）

②　
複
数
シ
ナ
リ
オ
の
考
慮
を
含
め

た
結
果
の
確
率
加
重

③　
実
効
金
利
法
に
関
連
す
る
論
点

（
金
融
商
品
の
測
定
に
関
す
る
論
点

を
含
む
）

ま
た
、
ス
テ
ッ
プ
４
を
採
用
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
金
融
機
関
の
代

表
者
に
、
次
回
の
専
門
委
員
会
へ
の

出
席
を
依
頼
し
、
意
見
を
聴
取
す
る

と
の
事
務
局
提
案
が
示
さ
れ
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
実
効
金
利

法
に
つ
い
て
、
定
額
法
を
採
用
し
て

い
る
企
業
は
負
担
が
大
き
く
な
る
」、

「
対
象
と
な
る
地
銀
な
ど
の
金
融
機

関
の
他
に
、
リ
ー
ス
会
社
な
ど
に
も

意
見
を
聞
い
て
は
」
と
い
っ
た
意
見

が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、「
満
期
保
有
目
的
の
債
券
お

よ
び
そ
の
他
有
価
証
券
に
分
類
さ
れ

る
債
券
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
ス
テ
ッ

プ
４
で
あ
ら
た
め
て
議
論
し
て
ほ
し

い
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
、
事
務
局

か
ら
、「
①
～
③
を
重
点
的
に
議
論

し
、
債
券
に
つ
い
て
の
論
点
も
取
り

上
げ
て
い
く
」
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

去
る
11
月
22
日
、
財
務
会
計
基
準

機
構
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
企
業
会

計
基
準
諮
問
会
議
は
第
49
回
会
合
を

開
催
し
た
。

審
議
内
容
は
次
の
と
お
り
。

前
回
の
基
準
諮
問
会
議
ま
で
に

提
案
さ
れ
た
テ
ー
マ
の
現
状

前
回
、
同
諮
問
会
議
委
員
の
学
識

経
験
者
か
ら
提
案
さ
れ
た
「
実
務
対

応
報
告
19
号
『
繰
延
資
産
の
会
計
処

理
に
関
す
る
当
面
の
取
扱
い
』
の
改

正
」
に
つ
い
て
、
実
務
対
応
専
門

委
員
会
の
テ
ー
マ
評
価
が
行
わ
れ
、

「
19
号
の
範
囲
に
限
っ
た
基
準
開
発

を
行
う
か
、
19
号
に
と
ど
ま
ら
ず
繰

延
資
産
全
体
の
開
発
を
進
め
る
か
」

と
い
う
論
点
が
提
示
さ
れ
た
。
委
員

に
よ
る
審
議
の
結
果
、
19
号
だ
け
で

な
く
繰
延
資
産
全
体
を
幅
広
く
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
前
回
、
一
般
社
団
法
人
日

本
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
協
会
が
提

案
し
た
「
上
場
企
業
等
が
保
有
す
る

Ｖ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
の
出
資
持
分
に
係
る

会
計
上
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て
、
金

融
商
品
専
門
委
員
会
に
お
け
る
テ
ー

マ
評
価
を
踏
ま
え
、
基
準
開
発
を
行

う
テ
ー
マ
提
言
が
な
さ
れ
た
。
審
議

の
結
果
、
新
規
テ
ー
マ
と
し
て
基
準

開
発
を
進
め
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

新
規
テ
ー
マ
提
言

日
本
公
認
会
計
士
協
会
か
ら
、「
今

後
バ
ー
チ
ャ
ル
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
仮
想
電
力

購
入
契
約
。実
際
の
電
力
で
は
な
く
、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
に
含
ま
れ
る

環
境
価
値
取
引
）
が
増
加
し
て
い
く

な
か
で
、
会
計
基
準
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
て
い
な
い
会
計
処
理
が
あ
る
」

と
の
理
由
で
実
務
対
応
レ
ベ
ル
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
提
案
が
さ
れ
た
。

①　
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
該
非

バ
ー
チ
ャ
ル
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
お
け
る
差

金
決
済
の
想
定
元
本
等
に
当
た
る
の

は
、
発
電
量
で
あ
る
が
、
発
電
実
績

に
応
じ
て
変
動
す
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
た
め
、
契
約
期
間
中
の
想
定
元

本
等
の
量
が
定
ま
ら
な
い
よ
う
な
場

合
に
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
に
該
当
す
る

か
否
か
に
つ
い
て
の
明
確
化

②　
会
計
処
理
を
行
う
単
位

差
金
決
済
に
含
ま
れ
て
い
る
非
化

石
証
書
の
「
環
境
価
値
」
と
「
電
力

の
市
場
価
格
の
変
動
に
係
る
精
算
」

の
２
つ
の
要
素
を
区
分
し
て
会
計
処

理
す
べ
き
か
一
体
と
し
て
会
計
処
理

す
べ
き
か
の
明
確
化

本
提
案
を
受
け
て
、
同
諮
問
会
議

は
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
実
務
対
応
専
門
委

員
会
に
テ
ー
マ
評
価
を
依
頼
す
る
提

案
を
行
い
、
新
規
テ
ー
マ
と
し
て
提

言
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。



情報ダイジェスト

経理情報●2023.12.10（No.1696）7

国
家
の
安
全
保
障
に
関
す
る
情
報
の
開

示
の
是
非
、検
討
─
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

新
規
テ
ー
マ
提
言

日
本
公
認
会
計
士
協
会
か
ら
、「
今

後
バ
ー
チ
ャ
ル
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
仮
想
電
力

購
入
契
約
。実
際
の
電
力
で
は
な
く
、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
に
含
ま
れ
る

環
境
価
値
取
引
）
が
増
加
し
て
い
く

な
か
で
、
会
計
基
準
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
て
い
な
い
会
計
処
理
が
あ
る
」

と
の
理
由
で
実
務
対
応
レ
ベ
ル
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
提
案
が
さ
れ
た
。

①　
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
該
非

バ
ー
チ
ャ
ル
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
お
け
る
差

金
決
済
の
想
定
元
本
等
に
当
た
る
の

は
、
発
電
量
で
あ
る
が
、
発
電
実
績

に
応
じ
て
変
動
す
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
た
め
、
契
約
期
間
中
の
想
定
元

本
等
の
量
が
定
ま
ら
な
い
よ
う
な
場

合
に
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
に
該
当
す
る

か
否
か
に
つ
い
て
の
明
確
化

②　
会
計
処
理
を
行
う
単
位

差
金
決
済
に
含
ま
れ
て
い
る
非
化

石
証
書
の
「
環
境
価
値
」
と
「
電
力

の
市
場
価
格
の
変
動
に
係
る
精
算
」

の
２
つ
の
要
素
を
区
分
し
て
会
計
処

理
す
べ
き
か
一
体
と
し
て
会
計
処
理

す
べ
き
か
の
明
確
化

本
提
案
を
受
け
て
、
同
諮
問
会
議

は
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
実
務
対
応
専
門
委

員
会
に
テ
ー
マ
評
価
を
依
頼
す
る
提

案
を
行
い
、
新
規
テ
ー
マ
と
し
て
提

言
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

去
る
11
月
16
日
、
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
は
第

25
回
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
委
員

会
を
開
催
し
た
。

第
24
回
（
２
０
２
３
年
12
月
１
日

号
（
№
１
６
９
５
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ 

Ｓ
１
号
、
Ｓ
２
号
に
相
当
す
る

日
本
基
準
の
開
発
の
審
議
が
行
わ
れ

た
。審

議
さ
れ
た
具
体
的
な
検
討
事
項

は
主
に
次
の
と
お
り
。

国
家
の
安
全
保
障
に
関
す
る
情
報

の
開
示

「
商
業
上
の
機
密
事
項
」
に
関
し

て
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
１
号
と
同
様
の

定
め
を
取
り
入
れ
る
事
務
局
案
が
提

案
さ
れ
て
い
た
が
、
委
員
か
ら
、
国

家
の
安
全
保
障
等
が
脅
か
さ
れ
る
可

能
性
の
あ
る
情
報
に
つ
い
て
も
開
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
要
求

事
項
を
日
本
版
Ｓ
１
基
準
に
取
り
入

れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
聞
か
れ
て
い

た
。そ

こ
で
、
事
務
局
は
日
本
版
Ｓ
１

基
準
に
お
い
て
、
次
の
こ
と
を
定
め

る
案
を
提
示
し
た
。

⑴　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す

場
合
、
か
つ
、
そ
の
場
合
に
限

り
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
の

リ
ス
ク
及
び
機
会
に
関
す
る
情
報

が
、
国
家
の
安
全
保
障
等
を
脅
か

す
可
能
性
が
あ
る
情
報
で
あ
る
と

判
断
し
た
と
き
に
は
、
当
該
情
報

が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開
示
基
準

に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
て
い
た
と
し

て
も
こ
れ
を
開
示
し
な
い
こ
と
が

で
き
る
。

①　

当
該
情
報
が
、
一
般
に
利
用

可
能
と
な
っ
て
い
な
い
。

②　

当
該
情
報
の
開
示
を
禁
止
す

る
法
令
等
が
存
在
し
な
い
も
の

の
、
当
該
情
報
を
開
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
安
全
保
障
等
が
脅

か
さ
れ
る
こ
と
が
合
理
的
に
見

込
ま
れ
る
。

③　

安
全
保
障
等
が
脅
か
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
開
示
要
求
の
目
的

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
そ
の
情
報
を
集
約
し
て
開
示

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
企
業

が
判
断
し
て
い
る
。（

⑵
⑶
、
略
）

委
員
か
ら
は
、「『
安
全
保
障
等
が

脅
か
さ
れ
る
こ
と
が
合
理
的
に
見
込

ま
れ
る
』
と
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
範

囲
が
広
す
ぎ
て
、
濫
用
の
リ
ス
ク
が

あ
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞

か
れ
た
。

事
務
局
は
「
厳
密
に
限
定
し
な
く

て
も
濫
用
の
リ
ス
ク
は
低
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
厳
密
に
定
め
る
の

も
難
し
い
。
た
だ
し
、
今
回
懸
念
が

多
く
聞
か
れ
た
た
め
、
再
度
検
討
し

た
い
」
と
回
答
し
た
。

ス
コ
ー
プ
３
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

の
絶
対
総
量
の
開
示
に
お
け
る
重

要
性
の
判
断
の
適
用

日
本
版
Ｓ
２
基
準
に
お
い
て
、
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ 

Ｓ
２
号
の
定
め
を
取
り
入

れ
る
。

「
ス
コ
ー
プ
３
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
は
、ス
コ
ー
プ
３
基
準
の『
ス
コ
ー

プ
３
カ
テ
ゴ
リ
ー
』
を
考
慮
し
、
絶

対
総
量
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
等
と
し
た
、
こ
れ
ま
で
の
事
務

局
案
は
変
更
し
な
い
が
、
新
た
に
次

の
事
項
を
日
本
版
Ｓ
２
基
準
の
本
文

に
定
め
る
提
案
を
し
た
。

⑤　
①
（
編
注
：
重
要
性
の
乏
し
い

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
絶
対

総
量
の
測
定
に
含
め
な
い
こ
と
が

で
き
る
と
す
る
規
定
）
の
重
要
性

が
乏
し
い
た
め
に
、
ス
コ
ー
プ
３

温
室
効
果
ガ
ス
の
測
定
に
含
め

な
い
こ
と
が
で
き
る
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
、
報
告
企
業
が
前
報
告
年
度
に

お
い
て
開
示
し
た
ス
コ
ー
プ
３
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
の
絶
対
総
量
の

１
０
０
分
の
１
以
下
の
排
出
量
と

な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
い
う
。

ま
た
、「
ス
コ
ー
プ
３
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
の
15
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う

ち
、
排
出
量
が
大
き
い
と
想
定
さ
れ

る
上
位
３
つ
（
又
は
そ
れ
以
上
）
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
限
定
し
て
絶
対
総
量

を
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど

と
す
る
適
用
初
年
度
の
経
過
措
置
に

つ
い
て
も
提
案
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
賛
意
も
聞
か
れ
た
も

の
の
、「
重
要
性
が
乏
し
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
１
％
と
い
う
定
め
が
あ

る
た
め
に
開
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
項
目
が
出
て
く
る
な
ど
、
定
量

的
な
定
め
を
設
け
る
こ
と
に
よ
る
懸

念
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ

た
。事

務
局
は
「
大
き
く
意
見
が
割
れ

て
い
る
の
で
、
再
度
検
討
し
た
い
」

と
回
答
し
た
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
次
期
大
統
領
の
政
策

課
題

金
　
　
融

11
月
19
日
に
実
施
さ
れ
た
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
大
統
領
選
挙
で
、
右
派

リ
バ
タ
リ
ア
ン
（
自
由
至
上
主
義

者
）
の
ハ
ビ
エ
ル
・
ミ
レ
イ
下
院
議

員
が
勝
利
を
収
め
た
。
こ
の
選
挙

は
、
国
が
直
面
す
る
経
済
危
機
の
最

中
に
行
わ
れ
た
。
特
に
、
10
月
の
消

費
者
物
価
上
昇
率
は
前
年
同
月
比

１
４
２
・
７
％
に
達
し
、
約
32
年
ぶ

り
の
高
イ
ン
フ
レ
が
国
民
生
活
を
圧

迫
し
て
い
る
。
ミ
レ
イ
氏
は
、
経
済

の
ド
ル
化
や
中
央
銀
行
の
廃
止
な
ど

の
革
新
的
な
政
策
を
掲
げ
、
選
挙
で

の
勝
利
を
手
に
入
れ
た
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
経
済
は
、
外
貨
準

備
の
枯
渇
、
増
加
す
る
貧
困
率
、
公

的
部
門
の
財
政
赤
字
の
増
大
と
い
う

問
題
を
抱
え
て
い
る
。
ミ
レ
イ
氏
の

政
策
は
、
市
場
経
済
へ
の
移
行
と
政

府
の
役
割
の
縮
小
を
目
指
し
て
お

り
、
国
営
企
業
の
民
営
化
も
そ
の
一

環
だ
。
経
済
の
ド
ル
化
は
短
期
的
に

は
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
す
る
が
、
長
期

的
に
は
金
融
政
策
の
自
由
度
を
損
な

い
、
米
国
経
済
政
策
へ
の
依
存
を
高

め
る
。

国
際
金
融
の
世
界
で
は
、「
為
替

レ
ー
ト
の
安
定
性
」、「
金
融
政
策
の
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特集

2023年12月期・2024年３月期

IFRSの決算対策

宮治　哲司（PwC Japan有限責任監査法人　公認会計士）
梅谷　正樹（PwC Japan有限責任監査法人　公認会計士）

第
１
章

第
２
章

第
３
章

2023年12月期・2024年３月期におけるIFRS適用会社の決算対策をお届けする。
今期は、IFRS17号「保険契約」やIAS12号「法人所得税」などが強制適用されるため、
その影響について把握する必要がある。また、2023年も世界的な高インフレおよび高
金利の影響が継続しており、気候関連リスク等とともに注意が必要である。
本特集では、これらの留意点について解説していただいた。実務の参考にしていただ
きたい。

保険契約、グローバル・ミニマム課税など
強制適用・早期適用可能な
基準の概要
　
リースの定義、仲介者からの未収保険料
ＩＦＲＳ解釈指針委員会の
アジェンダ決定の概要
　
高インフレ・高金利、気候関連リスク等
今期決算で特に留意したい
実務論点

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2023年
11月17日

「株主・投資家への対
応を巡る実務課題」
～電子提供制度適用
後の実務課題・サス
テナビリティ情報法
定開示の実務対応・
株主からの書類閲覧
等請求対応～

全株懇

会社法改正による株主総会電子提供制度の導入、および開示府令改正による有報
へのサステナビリティ情報の開示義務化等における株主・投資家への対応をめぐ
る実務問題を取りまとめたもの。実務対応のポイントについてはＱ＆Ａ形式で解
説している。
https://www.kabukon.tokyo/data/data/suggestion/suggestion_2023_01.
pdf

―

2023年 
11月22日

四半期開示の見直しに
関する実務の方針 東証

金商法上の四半期報告書（第１・第３四半期）を廃止し、取引所規則に基づく四
半期決算短信に一本化する方向性が示されたこと等を受け、「四半期開示の見直
しに関する実務検討会」における一本化の具体的な方向性に沿った実務の実現
に向けての検討を踏まえ、取りまとめられたもの。１Ｑ・３Ｑ決算短信の開示内
容として「レビューの有無」の注記、「セグメント情報等の注記」、「キャッシュ・フ
ローに関する注記」の追加などが盛り込まれている。具体的な制度改正にあたっ
ては、今後、制度要綱を公表のうえ、パブリック・コメント手続を実施する予定。
https://www.jpx.co.jp/news/1023/20231122-01.html

―

2023年 
11月22日

四半期開示の見直し
に伴う監査及び四半
期レビュー契約書へ
の影響について

JICPA

四半期報告書制度の廃止に伴い、上場会社との間の監査および四半期レビュー
契約書について、2023年10月１日以降に開始する事業年度に係るものが改
正の影響を受けるため、当面の監査契約書作成にあたっての留意事項を取りま
とめたもの。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20231122fhj.html

―

国
民
目
線
で
金
融
政
策
の
転
換
を

証
　
　
券

日
米
両
国
の
中
央
銀
行
が
10
月

末
に
開
い
た
金
融
政
策
決
定
会
合
の

後
、
日
本
銀
行
は
金
融
緩
和
政
策
の

大
枠
を
維
持
す
る
と
表
明
し
た
。
し

か
し
、
円
安
が
進
ん
で
、
輸
入
物
価

の
上
昇
や
消
費
者
物
価
上
昇
が
国
民

生
活
を
圧
迫
す
る
こ
と
を
お
そ
れ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
11
月
14
日
以
降
、

米
市
場
で
ド
ル
・
円
相
場
は
１
ド
ル

＝
１
５
１
円
台
か
ら
１
４
７
円
台
ま

で
急
落
、
１
５
０
円
の
大
台
割
れ
と

な
っ
た
。
こ
の
為
替
変
動
は
10
月
の

米
消
費
者
物
価
が
事
前
予
想
を
下
回

り
、
イ
ン
フ
レ
鎮
静
化
、
長
期
金
利

自
主
性
」、「
自
由
な
資
本
移
動
」
の

３
つ
の
な
か
で
、
同
時
に
達
成
可
能

な
の
は
２
つ
ま
で
、
と
い
う
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
ド
ル
化
は
、
こ
の

う
ち
「
為
替
レ
ー
ト
の
安
定
性
」
を

さ
ら
に
進
め
て
自
国
通
貨
を
ド
ル
に

変
え
、「
自
由
な
資
本
移
動
」
を
維

持
す
る
代
わ
り
に
、「
金
融
政
策
の

自
主
性
」
を
放
棄
す
る
、
す
な
わ
ち

中
央
銀
行
を
廃
止
す
る
と
主
張
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
金
融
シ
ス
テ
ム

の
安
定
性
を
脅
か
す
お
そ
れ
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
国
営
企
業
の
民
営
化

は
公
的
部
門
の
縮
小
と
所
得
再
分
配

機
能
の
低
下
を
招
き
、
貧
困
層
が
約

40
％
を
占
め
る
国
で
経
済
格
差
を
拡

大
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
新
政
権

は
ド
ル
化
や
中
央
銀
行
廃
止
な
ど
の

大
胆
な
政
策
に
つ
い
て
慎
重
に
進

め
、
国
民
の
経
済
的
変
化
へ
の
願
望

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ミ
レ
イ
氏
の
政
策
は
理
論
上
効
果

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
現
性

と
長
期
的
影
響
に
不
確
実
性
が
残

る
。
経
済
再
建
の
た
め
に
は
、
ド
ル

化
に
替
え
て
固
定
為
替
レ
ー
ト
制
の

採
用
な
ど
、
持
続
可
能
で
実
現
可
能

な
方
法
を
模
索
し
、
国
民
の
利
益
を

最
優
先
に
考
慮
し
た
政
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

の
下
落
と
な
っ
た
こ
と
で
、
12
月
の

米
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ

Ｃ
）
で
追
加
利
上
げ
が
見
送
ら
れ
る

と
の
観
測
が
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

ド
ル
安
・
円
高
に
よ
り
、
日
本
政

府
に
よ
る
介
入
の
可
能
性
が
縮
小
し

た
た
め
、
日
本
の
株
価
（
平
均
株
価
）

は
上
昇
し
た
。
た
だ
、
株
価
変
動
の

中
味
を
み
る
と
、
海
外
市
場
依
存
度

の
高
い
自
動
車
、
機
械
な
ど
製
造
業

の
株
価
が
反
落
、
頭
打
ち
の
様
相
を

み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
均
株
価

の
上
昇
は
内
需
や
半
導
体
な
ど
高
度

技
術
企
業
の
株
価
上
昇
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。

昨
年
来
、
為
替
相
場
が
ド
ル
高
・

円
安
に
大
き
く
動
く
な
か
で
、
円
安

に
よ
る
物
価
上
昇
で
内
需
産
業
、
国

民
生
活
が
打
撃
を
受
け
、
国
際
化
し

た
企
業
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
得
て

き
た
。
株
式
市
場
は
、
円
高
よ
り
も

円
安
の
ほ
う
を
歓
迎
し
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
円
安
＝
物
価
高
へ
の

一
般
国
民
の
怨
嗟
は
大
き
い
。
加
え

て
ゼ
ロ
金
利
が
続
い
て
い
る
た
め
、
一

般
国
民
は
物
価
上
昇
に
よ
る
所
得
の

マ
イ
ナ
ス
を
補
塡
す
る
利
息
収
入
を

得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

政
府
や
日
本
銀
行
は
円
安
を
こ
れ

以
上
放
置
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
こ
れ
ま
で
日
本
銀
行
は
金
融
政

策
の
転
換
に
あ
ま
り
に
も
臆
病
す
ぎ

た
。
利
上
げ
が
財
政
負
担
を
大
き
く

す
る
こ
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
上
昇
の
影

響
が
大
き
い
こ
と
は
た
し
か
で
あ
り
、

政
策
転
換
に
よ
る
、
株
価
下
落
も
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

し
か
し
、
企
業
収
益
の
見
通
し
か

ら
す
る
と
、
現
在
、
企
業
の
耐
久
力

は
強
化
さ
れ
て
い
る
。
異
常
事
態
か

ら
正
常
状
態
に
戻
る
一
歩
に
過
ぎ
な

い
利
上
げ
、
多
少
の
円
高
は
多
く
の

国
民
か
ら
歓
迎
さ
れ
る
だ
ろ
う
。


